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図 12 スクール型会議室のレイアウトと収容人員 
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 （３）事務室 
    ビジターセンターの管理・運営は、一般的にビジターセンター本体に管理者用スペースを確

保することにより対応することを基本とし、専属職員や利用集中時の補助員等施設の維持管理

要員数、勤務体制を考慮して必要な事務室面積を決定する。 
    事務室としての必要面積は、事務面積と事務付属面積との和で求められる。ビジターセンタ

ーの事務室は、ビジターセンターの性格に応じた管理・運営体制や業務の内容を検討したうえ

で最も適したレイアウトを決めて算定した事務面積に、必要な事務付属面積を加算する。 
    事務面積には、机・ロッカー等の家具・備品の面積、家具・備品を使用する動作域の面積、

通路面積、分割・遮蔽面積、余裕面積等があり、事務付属面積には、通路、応接、書庫、事務

機器・装置（コンピューター・複写機・ファクシミリなど）、洗面・湯沸などの面積が含まれ

る。 
    管理用倉庫、休養室（宿直室）、会議室等は、基本的に独立のスペースとして別途のものとし、

案内カウンターも、基本的には事務室とは別個に、事務室と接してビジターセンター入口近く

に設けることが適切である。 
    なお、「国立公園管理事務所等面積算定・設備基準」による事務室の単位規模は、１人当たり

4.0 ㎡とし、これに換算人員を乗じて算定し、湯沸室 5.0 ㎡等の付属面積を加えて求めること

としている。 

       事務室（一般事務室及び応接室）＝ 4.0㎡ × 換算人員 

 

          表 5 換算人員換算率 

区 分 所 長 課 長 主査級 一般職 

換算率 １０ ２.５ １.８ １ 

     

 （４）その他の基本スペース 

    標準規模による手法においては、管理用倉庫、工作室（作業室）はそれぞれ３０～４０㎡が

必要規模と考えられる。また、便所は男女別に配置すると約２０㎡が必要となる。利用者案内

カウンターは５㎡程度とされるが、事務室との一体性、連続性等を考慮し、十分な面積を設定

する。入口・ロビー・廊下などは４０～５０㎡等が想定される。 

（５）充実スペース・特別スペースの面積 

    標準規模による手法においては、休憩室、会議室、ボランティア控室、資料室、宿直室、展

望室等はそれぞれ３０～４０㎡が必要規模と考えられる。 

ボタンティア控え室、会議室等は、「国立公園管理事務所等面積算定・設備基準」に準じ、

ビジターセンターの性格を勘案して設定する。 

    また、ボランティアや研究者・調査者の受け入れ状況等によっては、相当数の人員の宿泊・

滞在スペースを確保する必要が生じるが、このような場合は、別棟の宿泊機能を有する管理施

設を付帯施設として整備を検討する。 

    宿泊スペースとしては、簡易な宿泊施設程度の設備・機能を確保する必要があり、標準単位

規模としてケビンの面積を採用し、次により算定する。 

      最大日管理者数 × 単位規模（2.8～5.0㎡）＝ 標準規模 

        ビジターセンターを構成するこれらのスペース規模の例を、図 13 に示す。 
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図 13 ビジターセンターを構成するスペース規模の事例 
 
  Ⅱ－２－８ ビジターセンターのスペース配置 

ビジターセンターの建物内部のスペース配置は、利用者が利用しやすい動線と管理・運営者側が管

理しやすい動線の両面から検討し、適切な配置とする。 
（解説） 
 ビジターセンターは、基本的には不特定多数の利用者を受け入れる施設であり、利用者が求める情

報の質や行動パターンにも相当の幅があることを想定し、利用者が必要とする情報を的確に選択でき

るよう、わかりやすい構成と配置に加え、利用者層の特性に応じた誘導方法を工夫する。 
 利用者用スペースは、入口部を広く開放的にするなど不特定多数の利用者がスムースに利用できる

よう構成する。ビジターセンターのスペース配置は、利用者にとって展示室とレクチャールームがわ

かりやすく休憩室等のスペースも利用しやすい動線と、管理・運営者側が管理しやすい動線の両面か

ら検討する。 
 利用者に対しては、入口を入って目に付きやすい位置に案内カウンター（インフォメーション・ブ

ース）を必ず設けるようにし、案内カウンターから展示室、レクチャールームなどへ導くようにする。

利用者スペースや共用スペースは、高齢者や身体障害者の利用などを考慮し、できる限り段差を生じ

ない配置を検討する。 
 案内カウンター、展示室、休憩室、資料室などのレイアウトはできる限り間仕切りを少なくし、利

用者スペース内の往来がしやすいよう構成する。 
 管理関係の職員の動線は、利用者へのサービスを考慮する一方、利用者の動線との交差がなるべく

なくなるよう検討する。 
 ビジターセンターの性格や管理・運営体制などによって配置は異なるが、基本スペースを中心とし

た各スペースの機能的な配置関係は、図 14 のようになる。 
 また、基本スペースのみの場合や充実スペース・特別スペースを備える場合の配置モデルを図 15
に示す。 
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図 14 ビジターセンターにおける各スペースの配置関係 



 VC31 

 
 

  

スペース構成 
 （A） （B） （C） 
展 示 室 ○ ○ ○ 
レ ク チ ャ ー ル ー ム ○ ○ ○ 
利用者案内カウンター ○ ○ ○ 
ロ ビ ー ・ 廊 下 ○ ○ ○ 
便 所 ○ ○ ○ 
事 務 室 ○ ○ ○ 
倉 庫 ○ ○ ○ 
工 作 室 ・ 作 業 室 ○ ○ ○ 
映 写 室 ○ ○ ○ 
休憩室・休憩コーナー  ○ ○ 
図 書 室  ○ ○ 
ナ チ ュ ラ リ ス ト 控 室  ○ ○ 
研 究 室 ・ 資 料 室  ○ ○ 
宿 直 室 ・ 更 衣 室  ○ ○ 
資 料 頒 布 コ ー ナ ー   ○ 
展 望 室 ・ 展 望 テ ラ ス   ○ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 15 ビジターセンターのスペース配置モデル 

 

＊資料頒布コーナーは展望室・展望テラスに隣
接して設置する。 
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Ⅱ－３ ビジターセンターの展示計画の考え方 
 Ⅱ－３－１ 展示計画の進め方 
ビジターセンターにおける展示は、ビジターセンターの機能を効果的に実現するための最も大き

な要素のひとつであり、展示の計画に当たっては、整備するビジターセンターの位置や性格に応じ

て、展示全体のメインテーマを設定し、適切な展示計画を検討する。 
（解説） 

ビジターセンターは、展示室とレクチャールームの両方を備えることを原則とするが、案内や情報

提供などに特化した機能を持つビジターセンターの場合においても、展示室あるいは展示コーナーを

持ち、展示を使った解説等が行われることが一般的である。 
従って、展示室は、ほとんどのビジターセンターにおいて中心となる部分であり、展示解説の出来

不出来が利用者の興味や関心を引きつけられるか、ひいてはビジターセンターの機能を果たしうるか、

どうかに大きな影響を及ぼす。また、どのような展示を行うかによって建物が大きく変わることが考

えられることから、建物の計画・設計に入る前に展示計画の基本的内容を決める。 
展示計画では、「だれ」に「どのようなこと」を「どのような資料」を使用して「どのように見せ

るか」を明らかにする。 
ビジターセンターの展示計画は、自然公園等を訪れる不特定多数の利用者に、自然への理解を深め、

人と自然とのふれあいを一層推進する観点から、対象とする地域の自然や人文について解説や情報提

供を行い、ビジターセンターの利用が屋内にとどまることなく、周辺及び対象地域の自然とビジター

センターの一体的な利用が促進されるよう検討する。そのため、当初から活動プログラムとの関連を

考慮し、屋外展示や周辺の自然環境を十分踏まえた展示となるよう工夫することが必要である。 
展示計画に当たっては、整備するビジターセンターの性格及び基本理念に沿い、展示の範囲におけ

る展示全体のテーマを設定する。 
ビジターセンターの展示の対象とする範囲は、基本計画方針の設定において定めるビジターセンタ

ーの対象とする地理的範囲を基本とする。その地理的範囲は、広域の範囲となる場合や比較的限られ

た範囲となる場合があるなど、整備するビジターセンターの性格によって異なり、また、整備しよう

とする自然公園内や周辺地域に類似施設がある場合には、競合しないよう設定し、相互の機能の強化・

補完を図るようなネットワーク・システムを検討する。 
 なお、自然公園制度を紹介する場合や動植物の分布・渡り鳥の渡りルートを解説する場合などにお

いては、整備するビジターセンターの対象とする地理的範囲を超えた国内的、国際的範囲に及ぶこと

がある。 
展示のテーマは、基本計画方針に沿った展示全体のメインテーマとともに、必要に応じてメインテ

ーマに補完的なサブテーマや中テーマ・小テーマを設定し、展示を容れる施設・展示を行うスペース

との関係や展示の内容・形式・方法を検討し、テーマ基づく展示シナリオの作成を中心に全体の構成

を行う。 
その際、屋外展示やビジターセンターに併設される自然研究路・野外観察施設等との関連にも考慮

し、ビジターセンターと野外との一体的な利用が促進されるよう周辺及び対象地域の自然とつながり

のあるテーマやシナリオを検討することが重要である。 
また、情報提供や野外活動に関連して必要な展示、あるいは企画展示や特別展示に関して検討する。 
 
ビジターセンターの展示基本計画の作成に当たっては、周辺及び対象地域の自然とのふれあいやビ

ジターセンターと野外との一体的な利用を促進する観点から、当初から活動プログラムとの関連を考

慮し、屋外展示や敷地内における自然研究路の整備などを含め、周辺の自然とのつながりを十分踏ま
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えた展示となるよう工夫するものとする。 
なお、展示基本計画は、管理・運営のあり方によって大きな影響を受けることから、管理・運営計

画の検討との調整に留意する。 
 
これをもとに、使える資料の整理や制約条件等によるチェックを加えたうえで、展示計画を作成す

る。この流れを整理すると、図 16 のようになる。 
 展示計画の検討に当たっては、専門家による委員会やプロジェクトチームなどを設けることが望ま

しい。また、計画調査等と合わせて、早い段階から自然科学や人文、歴史、文化等広い分野の資料を

できるだけ収集し、収集された資料からメインテーマの決定や何をどのように展示するかを検討する

ことも重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 展示計画の進め方 
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Ⅱ－３－２ 展示のテーマ及び展示シナリオ 
展示計画に当たっては、基本計画方針に沿って展示全体のメインテーマを設定し、そのメインテー

マに基づく展示シナリオ（又は展示ストーリー、解説ストーリー）を検討する。 
 

（解説） 
 展示全体のメインテーマは、ビジターセンターの対象とする地域とビジターセンターの位置、ビジ

ターセンターの果たすべき役割等に応じて、利用者に何を伝えるかを明確にして設定し、必要に応じ

て補完的なサブテーマや中テーマ・小テーマを設定する。 
 
ひとつの自然公園全体等広域の地理的範囲を対象とするビジターセンターでは、自然公園制度の紹

介をはじめ地域の地形、地質、動植物、気象、自然現象、人文景観等広い範囲にわたって総合的に解

説する場合がある一方、比較的狭い地理的範囲を対象とするビジターセンターでは、その地域特有の

地形や動植物等に対象を絞って解説する場合があるなど様々であるが、整備するビジターセンターの

立地や性格に応じた特徴的なメインテーマを設定し、これに沿ったシナリオづくりを工夫する。 
 
展示シナリオは、どのような利用者層を対象にテーマの内容をどのように伝えるかを考慮し、展示

解説の対象となる事項やその範囲を検討し、時代、時間、季節などの流れを織り込んだストーリー性

を持たせたものとする。 
 
展示シナリオの構造は、次の３点を具備する必要があるとされる。 
 ① 展示の目的（ねらい）を明確に特定する。 
 ② その目的を最もよい形で達成するために展示資料を選定し、組み合わせる。 
 ③ 伝達形式（メディア）を選定し、表現の方法を指示する。 

 
 

また、展示シナリオ全体の構造は、最小単位の小テーマ（項目）の展示装置（展示ユニット）があ

り、それが集合して中テーマ（事項）が構築され、さらに、中テーマが集合してテーマ（主題）が構

築されていることが望ましいとされ、この関係は図 17 に示される。 
 

 展示解説のシナリオは、たとえば「マングローブ」をテーマとするような場合、世界のマングロー

ブ→日本のマングローブ→沖縄のマングローブというように、大きな範囲から始めて段々に小さな範

囲へと視点を移しながら展開していくことが望ましい。 
 
展示のテーマや展示シナリオにおいては、ビジターセンターと周辺及び対象地域の自然の利用と一

体性に配意し、野外での自然観察施設やフィールドの利用への誘いかけにも重点を置くとともに、季

節ごとにみられる対象をこまめに取り替えて展示するなど、つねに最新情報を提供して利用者の興味

を刺激して野外へ誘導することが重要である。 
 
展示のテーマと構成の事例、展示テーマと展示方法の検討事例を図 18 及び表6、表 7 に示す。 
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図 17 展示のテーマと資料の関係 
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図 18 展示のテーマと構成の事例 
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表 6 展示テーマと展示方法の検討事例（１） 
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表 7 展示テーマと展示方法の検討事例（２） 

 
 
 

 注：上記の展示については，経費の検討等を進めた上で選択的に採用することとする。 
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Ⅱ－３－３ 展示空間の配置 
 展示空間は、展示室、展示ゾーン、展示コーナー等より構成され、展示をより有効に行うため展示

壁・天井・床面の利用や屋外空間が含まれる。展示空間の配置は、利用者の展示物に対する視角や視

距離を考慮し、平面的な空間のほか立体的な空間も含めて、施設計画における施設の規模、構造、ス

ペース配置等との調整を行い設定する。 
（解説） 
ビジターセンターにおいては、通常展示室において展示を行うが、廊下や階段などの壁面を利用し

て展示ゾーン、展示コーナー等を設けることもあり、規模や構造によっては、展示をより有効に行う

ための展示壁の設置や天井・床面の利用などの工夫により、変化を与え効果的なものとすることが考

えられる。 
 
（１）展示空間のタイプ 
展示空間と利用者の関係は、図 19 に示される。 
Ａタイプは、利用者が展示空間に完全に取り囲まれている場合で、巨大な水槽の中を透明のチュー

ブ通路を通し、上下左右に魚群、下に海底、上に海面を見るというもの、または、球体の内側を展示

空間として中央部を通路が突き抜ける構造を持つようなもの。 
Ｂタイプは、３／４球の展示空間を持つもので、地上の部分は、２／４球で全天周の情報があり、

その中に利用者は取り込まれ、地下の部分、または眼下の部分（１／４球）の情報が加わるもの。 
Ｃタイプは、１／２・２／４球で、地上の部分が全天周の情報であり、地下や眼下の情報がないも

の。ウォークスルージオラマやダイオネイチャードドームといわれるもの。 
Ｄタイプは、１／４球＋αであり、普通のジオラマは１／４球であるが、眼下の情報を少し加えた

もの。 
Ｅタイプは１／４球で、普通のジオラマであり、ここまでが利用者が展示空間に包み込まれる傾向

のあるものである。 
Ｆタイプは、地図、レリーフ、パネルなど平面的な資料を壁に展示する壁面展示。 
Ｇタイプは、Ｆタイプに立体的な資料を加えてガラスウォールやケースに入れて展示するケース展

示の場合で、奥行きをとるものはＤタイプに近くなる。 
ＨタイプとＩタイプはオープン展示で、Ｈタイプは広い台（プラットフォーム）の上に大型の資料

を置いて、周囲またはある方向から見せるもので、Ｉタイプは狭い台の上に資料を展示して周囲から

見せるものである。  
 
展示空間は、可動間仕切り壁・可動吊りパネル・各種自立パネル・可動展示ケース・可動ネットな

どで自在に変化できることが望ましく、展示室が広い場合は、これらの補助壁などを使用してコーナ

ーを設けると、同じ平面での展示壁を倍増させることができる。 
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図 19 展示空間のタイプ 
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図 20 展示空間の上手な利用方法 

 
 
周辺の自然とのふれあいやビジターセンターと野外との一体的な利用の促進の観点から、 

ビジターセンターと周辺及び対象地域の自然をつなぐ展示のテーマや展示シナリオに基づく屋外展示

を積極的に設定し、屋内展示と相互に補完しあう関係を検討する。 
 
展示室等展示空間の形と展示構成は、展示テーマと展示シナリオに基づき、次の各事項を総合して

計画する。 
 ① 展示物の種類、形、大きさ、材質 
 ② 利用者の視野、最も見やすい視距離、最も理解しやすい距離 
 ③ ①と②に基づく展示方法・ディスプレーの考え方 
 ④ 利用者の歩きやすさ、展示資料の安全性 
 ⑤ 展示替え作業の容易性 
                       
（２）展示壁面 
展示用壁面の長さは、展示内容・手法によって一概にはいえないが、一般に、できるだけ多くとる

ようにする。関係の深い一連の展示は、同一連続壁面・同一空間で行うことが望ましく、柱空間や別

空間で中断することは好ましくない。 
壁面を分断して出入口その他の開口部を設ける必要がある時は、単位の壁面長をなるべく大きくと

るように出入口等の開口部を隅に寄せるか、その前に展示パネル等をあてがい、壁面長の一体化を図

る。 
 
展示壁面の構成方法には、図 21 のようなタイプがあり、また、壁面配置の基本パターンには、図

22 のようなものがある。 
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一般に動線の明快さの点ではⅠ・Ⅲが、動線の最短化の点ではⅠが、展示空間のコンパクト化で

はⅠ～Ⅲがすぐれている。 
図 21 展示壁面の構成方法 
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図 22 壁面配置の基本パターン 

 
利用者と展示資料との距離は、小物で１～２ｍ、大物で４～５ｍ程度は必要であるとされる。 

 図 23 に示すように利用者の最適視角は３８°とされることから、最適掲示面は 0.95～3.65ｍとな

り、片面展示の展示室では、壁面から４ｍ程度離れるのが望ましく、利用者の通行幅として２ｍを加

えれば、６ｍ程度の幅員が必要となる。なお、両面展示や大きな展示室では、幅員を１０ｍ以上とす

る必要がある。 

従って、展示室の幅は、展示物や展示方法にもよるが、展示室が向かい合う壁面を展示壁とする場

合、両壁面間距離は7.5～10ｍ、片側のみ展示壁とする場合、5.5～６ｍは必要である。 

展示壁と展示室の大きさの関係を図 24 、図 25、図 26 に示す。 
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展示壁面は、自由な位置に、また、背景に煩わされることなく展示できることが必要であり、壁面

に展示物を掛ける場合は、展示物によっては非常に大きな荷重がかかることから強度についての配慮

が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 23 可視壁面の高さ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 24 展示室の最低寸法・展示壁が片側の場合 
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図 25 展示室の最低寸法・展示壁が両側の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 26 展示室の最低寸法・展示壁が両側で島展示がある場合 
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（３）天井・床面 
展示室の基本的固定天井は、原則として自由な展示空間を作るため、できるだけユニバーサルな形

式が望ましい。これに各種の可動間仕切り壁、吊りパネル、吊り天井などが自由に取り付けられると

同時に、照明・空調・火災報知・消火などの設備が機能するようにしておかなければならない。 
 

 天井高は、展示物の大きさのほか、建物の構造・照明方法・空調方法などにより設定されるが、展

示室を含むすべての展示空間の天井高は、展示資料の最上端から上方に最小限１ｍの空間を設けるこ

とを標準として、展示室の広さにもよるが、美術館の例などでは大半の天井高が３～５．５ｍの範囲

にあり、自然採光を採用する場合は、さらに２～３ｍ程度高くする必要があるとされる。 
 
 展示室の床は、原則として耐摩耗・防塵のほか、清掃のしやすさや害虫の生息防止などの配慮が必

要であるが、木材系の使用が積極的に検討されてよい。なお、床の構造計算上の荷重は、博物館等で

は一般に３５０～５００ｋｇ／㎡で計算されるが、重量のある展示物がある場合などにおいては耐力

にも留意する。 
 
 また、利用者の視線の特性から、天井そのものはごく一部のものを除き展示に不向きであるのに対

し、下方向への視線は生理的に容易であり、床面を展示面として利用することが考えられる。その場

合、利用者の目と展示物の間に距離があるため、比較的大型の展示や鳥瞰視が好ましい展示が効果的

であり、木の葉や動物の足跡などの実物またはレプリカ展示や映像展示なども考えられる。 
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図 27 床面を利用した展示の事例 
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Ⅱ－３－４ 利用者の動線と順路 
展示室においては順路を明確にして利用者の動線を計画する。展示室・展示スペースが２以上ある

場合やゾーンを区画する場合は、各展示室・展示スペース・ゾーンを巡回する動線計画に十分配意し、

歩行動線距離をできるだけ短いものとする。 
 

（解説） 
動線計画のポイントには、次のようなものがあるとされる。 
 ① 動線はなるべく単純で明快にする。 
 ② 動線は特別の意図がない限り短い方がよい。 
 ③ 機能の異なる動線はできるだけ交差しない方がよい。 
 ④ 動線上の利用量や通過速度を想定して幅・距離を設定する。 
 ⑤ 火災など非常事態に備えた避難動線を確保する。 
 ⑥ サービス動線、管理・運営要員の動線、身障者の動線などを使い分ける。 
         
 
展示室内の利用動線は、横書きの解説文を多く使用する場合などにおいては、左から右への順路、

右回り（時計回り）が一般的であるが、博物館などのように人文系資料を多く展示し、解説も縦書き

が望ましい場合などにおいては、右から左へと読み進む左回り（反時計回り）で観賞することが基本

とされている（図28）。 
ビジターセンターにおいては、展示シナリオや展示物の内容・構成等により、その順路を設定する。 
 
展示室の入口と出口が同じである場合には、入口から入って室内を一巡して出口から出ていくよう

方向付けし、利用者の動線が交差しないよう出入口の前のスペースに余裕を持たせる。入口と出口が

別である場合は、利用者が素通りしにくいように、一直線上に入口と出口を設けないようにするとと

もに、壁面の有効利用のために壁面の端部に設けるようにするか、補助壁等を使って利用者の流れが

ぶつかり合ったり混乱したりしないように工夫する。 
 
展示室が広く、ゾーンや展示壁面、コーナーなどが複雑になる場合は、展示シナリオに沿った案内

サインを検討する。 
 

 ビジターセンターに併設して屋外展示や自然観察施設を設けるような場合、また隣接して自然との

ふれあいのフィールドを持つような場合は、利用者が自発的に野外へ足を向けるような動線の工夫を

行う。 
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図 28 同じ展示スペースでの展示方法の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 29 入口と出口が異なる展示室の順路の事例 
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図 30 展示動線パターン 
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図 31 フィールドとのつながりを考慮した利用動線計画 
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図 32 ビジターセンター展示室の利用動線計画事例 
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図 33 ビジターセンター展示配置及び利用動線計画事例（Ａ案） 
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図 34 ビジターセンター展示配置及び利用動線計画事例（Ｂ案） 
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Ⅱ－３－５ 展示解説の手法 
ビジターセンターの展示は、展示のテーマとシナリオに基づき、周辺及び対象地域の自然の利用と

の一体性や連続性を考慮し、流れや変化に配意して、パネル、標本、ジオラマ、模型、映像、ＣＧ（コ

ンピューターグラフィックス）などにより構成する。 
 
（解説） 
展示のテーマとシナリオに基づき、展示解説の手法や形態を勘案し、展示の内容と展示の方法を決

め、展示室の平面図、壁（天井）面展開図に縮尺を合わせて作図し、展示物の大きさ、パネル類の掲

示の高さ、観賞する人までの距離、照明の位置、コンセントの位置・数などを検討する。 
 

 自然公園等のビジターセンターでは、自然が主役と考え、展示にたよりすぎず、また、解説や情報

提供が一方通行とならないようにする注意が必要である。 
 
 このため、ビジターセンターに隣接する野外の自然観察施設や対象地域のフィールドに積極的に誘

導を図り、野外での利用に際してのヒントや予備知識を持ってもらうための展示のほか、利用者の興

味や関心・理解を高めるための体験展示（ハンズ・オン展示）を導入するとともに、ビジターセンタ

ー施設の環境共生配慮に関する解説を行い自然保護や環境保全の啓発を考慮した展示などにも工夫す

る。 
 
展示物の基本的な見せ方には、図 35 のようなものがある。 
展示物の見せ方の最適効果を考えることは展示計画の基本であり、展示物の属性、展示目的、視点

位置、観賞姿勢、展示空間の規模、形状などから適切な配列・装置計画を行うことが必要である。 
 
利用者の展示の見方には、次のような型に分けられる。これらの見方について、展示内容や方法、

展示解説の手法によって、展示物ごとの対応を検討する。 
  ① 立ち止まって見る 
  ② 歩きながら見る 
  ③ 椅子などに腰を下ろして見る 
  ④ 座ったり、しゃがんだりして見る 

⑤ 全く見ずに通過する             
 
 長時間の立ち歩きによる観賞や熟視・熟読からくる疲労をできるだけ少なくするため、椅子に座っ

て観賞する展示や展示の節目ごとに休憩できる方法などの配慮も重要である。 
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図 35 展示物の基本的な見せ方 
 

ビジターセンターの展示室における展示物に対する視距離（人が展示物をみる時の、人の目の位置

と展示物との間の距離）と視角については、以下の博物館や美術館における視距離・視角の考え方を

参考として検討する。  
 

 展示物に対する適当な視距離は、利用者の展示物の水平・垂直の視角を考慮して、見付の幅が９０

㎝以内程度の資料に対して１．６５～２．０ｍ（図 37 のＡ点、奥行１．２～１．３ｍの壁付展示ケ

ースの前面ガラス、あるいは裸展示の場合、同寸法程度の展示台の前縁から４５～８０㎝）離れた位

置、そして間口が２ｍ程度の資料に対しては３．８～４．２ｍ（図 37 のＢ点、同２.５～３ｍ）と考

えてよいとされる。この視距離に対する水平視角は２７°～３１°となり、展示物の対角線長の１．

５倍程度の長さとなる。 

 すなわち、展示物全体が具合よく見学・観賞できる距離は、展示物の間口の２倍程度であると考え

られる。展示物が大きくなるほど、全体を視るために利用者は、展示物との距離をその幅に比例して

多くとらなくてはならない。 
                     
 
 
 
 
 
 

 
図 36 自然視角度と展示物に対する視距離 

 



 
VC57 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 37 視距離・視角の検討、水平距離と水平視角 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
図 38 視距離・視角の検討、垂直距離と垂直視角 

 
ビジターセンターで用いられる主な展示の手法や形態には、次のようなものがある。 
① パネル展示 

    文字パネル、グラフィックパネル、写真パネル等。マップ、案内板、伝言板（リアルタイム

情報板）、ピンナップボードなどやカラーコルトンを含む。 
② 標本展示 

    動植物、鉱物、岩石などの個体またはその一部に適当な処理を施して保存・展示したもの。

年輪や材質がわかるような樹木標本、鳥の巣、羽根、果実等を含む。 
  ③ ジオラマ・パノラマ展示 
    背景を伴う立体造形により、ある情景を再現もしくは創造したもの。ジオラマはそれを透視

画法的に視点を一か所に限定して再現するのに対し、パノラマは３６０度全周もしくは観覧者

の視野以上の範囲で情景を再現したものをいう。 
  ④ 模型・レプリカ展示 
    模型は、ある物体の形状などを立体的に模して作ったもので、模倣性の精度や目的によって、

レプリカ、原寸模型、縮尺模型、造形などに分類される。 
 ⑤ 観察装置展示 
   標本等の特定の対象物を顕微鏡や拡大鏡により観察する展示。 
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 ⑥ 映像装置展示 
   マルチスライド装置、ビデオやＬＤ（レーザー・ディスク）・ＤＶＤ（デジタル・多用途・

ディスク）による映像装置、モニターテレビ装置等。 
  ⑦ ハンズ・オン展示 
    直接手で触れることができる展示や、手にとって触覚、聴覚、嗅覚などを使って自然を体験

できるなど楽しめるよう工夫された展示。プッシュボタン式や人力可動式の装置を含み、広い

範囲の五感を使い、体ごと体験できる展示を含む。 
  ⑧ 情報検索 
    情報板による利用者からの情報展示や機器を用いない情報検索、コンピューターを使った情

報検索やＱ＆Ａなど。 
    
 これらの展示の手法や形態は、展示のテーマとシナリオに沿って具体化される展示内容に適切なも

のを選択する。展示のテーマ、内容と展示の構成事例には、図 39 及び表 8 のようなものがある。 
 
展示解説の手法の検討に当たっては、想定される利用者の年齢層、身体障害者の利用及び外国人の

利用などを考慮する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 39 展示計画の構成事例 
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